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平成15年1月31日
佐川急便株式会社

代表取締役会長　栗和田 榮一

環境と経済活動に関する懇談会環境と経済活動に関する懇談会

１．環境保全への取り組み
　　ＣＯＰ３契機に　ＣＯ２削減を目指して
　　　　・天然ガス自動車導入
　　　　・環境を意識した輸送の効率化

２．輸送の効率化～環境ビジネスへの展開
　　モーダルシフト～貨物ダイヤの拡大

３．低公害車の導入
　　京都議定書に挑戦～クライメート・セイバーズ
　　　　・課題はインフラ整備

４．政府に求められる施策
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会社概要

佐川急便株式会社

本社

創業

営業収入

営業利益

従業員数

車両台数

京都市南区上鳥羽角田町68番地

1957（昭和32）年3月

約7,130億円

約460億円

約36,000名

約22,000台

※営業収入、利益は平成15年3月予想
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１． 環境保全への取り組み

天然ガス自動車の導入天然ガス自動車の導入

⇒1,000台突破　　国内天然ガストラックの約17%

1,000台導入時点での

　ＣＯ2削減率；1.02％
　ＮＯｘ削減率；4.57％

ディーゼル車と比較した1台あたりのＣＯ2削減率20%、ＮＯｘ削減率90%として計算
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